










































ンもJCI vice president のChang氏と足利赤十字病院受審の際リーダーを務めた浦部副院長の講演が、JCIへの
理解を深めたと思われました。
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　小松本会長のご厚意で、日赤病院グループの診療科別分科会の会場を提供戴き、５つの分科会（整形外科、
脳外科、呼吸器科、婦人科、特定行為看護師研修）が開かれました。この分科会は日赤病院グループ内の診
療科間の連携を強める目的で私が事業局長時代から推奨している取り組みであり、第49回（和歌山）から始
めてこれで４回目となりました。
　一般演題では、国内外救護活動、とくに熊本地震での活動の振り返りが熱気を帯び、これから取り組まね
ばならない問題点を浮き彫りにしました。各診療科別、職種別テーマに加えて、医療安全、チーム医療、人
材育成、職員教育など、病院運営に必須の横断的なテーマが多く発表され、研修医症例発表はますます内容
が充実してきていました。看護部門の参加が大きな割合を占めてきていることは歓迎すべき事ですが、その
中で看護助手・看護補助者からの業務改善などの演題が少なくないことが目を引きました。まさに赤十字全
体の職員のための学会であることを、実感できる演題でした。
　これらの中から優秀論文を選定することは、至難の業でしたが、厳選の結果、標記の通り10題が選ばれ、
本号に掲載されています。
　最後に、このような実り多い学会を準備し実行して下さった、足利赤十字病院小松本院長をはじめ職員の
皆様に心から御礼申し上げます。
269　　　富田　博樹
